
新型コロナ受診相談センター（全日24時間対応）
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大阪府新型コロナウイルス感染症 後遺症への対応について

①電話相談
●電話による相談対応
・後遺症の症状に関する相談受付アドバイス実施

●医療機関の案内
・症状に適した診療科をアドバイス
・かかりつけ医がいない場合、医療機関を案内

後遺症受診可能医療機関
受診可能な医療機関数：60機関（９月７日時点）
・診療科：内科、神経内科、呼吸器内科、

精神科、耳鼻科、皮膚科等
・症状：発熱、倦怠感、気分の落ち込み・思考力低下、

息苦しさ・咳、脱毛、味覚・嗅覚障害

③受診

後遺症に
悩む
府民

医療機関
案内

②

後遺症受診可能医療機関
を支援
・国、研究機関等における
調査研究成果の情報提供など
・医療機関向けセミナーの実施

大阪府

資料３－４

【新型コロナ受診相談センターにおける相談受付（令和３年7月８日開始）】

【医療機関等向け後遺症に関するセミナー】

○目的：新型コロナ感染症の後遺症の症状や発生頻度などについて医療機関で共有することで、各医療機関の後遺症の診療体制整備を図る。
○講師：忽那賢志 大阪大学医学系研究科・医学部 感染制御学教授（大阪府新型コロナウイルス対策本部会議専門家会議構成員）
○時期：10月上旬目途 動画・資料を府ホームページに掲載し、各医療機関・保健所、関係団体へ周知

℡：０６－７１６６－９９１１
※８時～21時

℡：０５０－３５３１－５５９８
※21時～翌８時
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後遺症の症状と症状の重さ（複数回答 ※）

不明 軽い 中程度 重い
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新型コロナ受診相談センター 年代別相談件数及び主な症状と重さ

◆各年代から後遺症の相談を受け付けている。
◆症状では、倦怠感が最も多く、嗅覚障害・味覚障害、脱毛が続く。

（※）大阪府新型コロナ受診相談センターにおける相談件数（令和3年7月8日～31日）のうち、後遺症に関する具体的な相談を受理した208件

（※）症状の程度は、相談者の自己申告による。

【その他の内容】
息切れ、食欲不振、発疹、鼻
汁・鼻づまり、痰、手足の震
え・しびれ、関節痛、咽頭痛、
首・体の締め付け、下痢、神
経痛、吐き気、眼の充血・痛
み、筋力低下・脱力 など

10代以下, 

9 , 4.3% 20代, 10 , 

4.8%

30代, 29 , 

13.9%

40代, 51 , 

24.5%
50代, 42 , 

20.2%

60代, 23 , 

11.1%

70代, 13 , 

6.3%

80代以上, 

4 , 1.9%
不明, 27 , 

13.0%

年代別相談件数（208件※）

倦怠感 嗅覚障害 味覚障害 脱毛 呼吸苦 微熱・発熱

うつ・気
分

の落ち込
み

咳 頭痛 不眠
集中力・
記憶力低

下
体の痛み 動悸 めまい その他 合計

重い 20 8 9 15 10 7 6 6 6 5 3 3 4 4 36 142

中程度 32 27 19 18 14 8 8 9 10 8 7 4 3 4 41 212

軽い 5 12 10 1 4 4 2 2 0 2 1 1 2 0 9 55

不明 6 6 6 6 3 2 3 1 0 2 2 2 1 1 10 51

63 53 44 40 31 21 19 18 16 17 13 10 10 9 96 460

【相談件数】
７月 282件（政令中核市含む）
８月 344件（政令中核市含む）
※8月は8/27時点


